
３月定例会開催　�������� ２－６
　令和５年度当初予算
　予算審査特別委員会
　【一般質問】  10 人の議員が登壇 �７－ 11
　　　防犯灯の設置、維持管理
　　　自治体公式 LINE 導入
　　　ふるさと納税制度
　　　森林利活用
　　　高山村の将来人口
　　　農業者年金
　　　小水力発電事業化　　他
あれからどうなった『一般質問その後』 � 12 － 13
研修報告����������� 13 － 14

　村民の皆さんと議員とが一緒に考える会を開催
します。（詳細はＰ14をご覧ください）
　たくさんの皆さんのご参加をお願いいたします。

トークテーマは
『子育て支援について』『地域の課題について』です。

桜満開の入学式桜満開の入学式
子ども達の笑顔いっぱいの１日になりました子ども達の笑顔いっぱいの１日になりました
楽しい学校生活を送ってください！楽しい学校生活を送ってください！

桜満開の入学式桜満開の入学式
子ども達の笑顔いっぱいの１日になりました
楽しい学校生活を送ってください！

議会と村づくりを語る会開催

●第１ブロック：堀之内研修センターにて
　　　　　　　５月14日㈰　午後２時～
●第４ブロック：中山会館にて
　　　　　　　５月21日㈰　午後２時～
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山田牧場『にぎわいの場』など当初予算 45億円

村税村税
70,863 万円70,863 万円

地方交付税地方交付税
182,400 万円182,400 万円

使用料及び手数料使用料及び手数料
分担金及び負担金分担金及び負担金

8,493 万円8,493 万円

国庫支出金　国庫支出金　
43,603 万円43,603 万円

県支出金　県支出金　
22,249 万円22,249 万円

繰入金  28,382 万円繰入金  28,382 万円

諸収入  13,016 万円諸収入  13,016 万円
村債村債

43,030 万円43,030 万円

（451,900万円）

特別会計・企業会計予算特別会計・企業会計予算

会　計　名 予算額

国民健康保険特別会計 83,610 万円

診療所特別会計 7,572 万円

介護保険特別会計 76,739 万円

後期高齢者医療特別会計 9,765 万円

温泉開発事業特別会計 3,690 万円

農業集落排水事業特別会計 8,238 万円

下水道事業特別会計 20,321 万円

公営企業会計
（上水道事業会計）

収益的支出 11,661 万円

資本的支出 12,368 万円

計 24,030 万円

特別・公営企業会計 233,967 万円

地方譲与税地方譲与税
5,428 万円5,428 万円

自動車重量譲与税
など国から分配さ
れる税金です

学校給食費、フクイハラコンポ
や入浴券の販売収入等です

保育や医療など、決まった使い
道のための国からの補助金です

保育や医療など、決まった使い
道のための県からの補助金です

ふるさと創生基金など基金を取り崩
し、財源として繰り入れるものです

主に村の公共施設の整備
に充てるための借金です

一
般
会
計

　

会
計
区
分
の
ひ
と
つ
で
、
特
別
会
計
に

属
さ
な
い
す
べ
て
の
会
計
の
こ
と
。
４
月

１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で
の
会
計
年

度
の
公
共
投
資
や
福
祉
、
教
育
な
ど
広
く

行
政
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。

当
初
予
算
は
こ
う
や
っ
て
決
ま
り
ま
す
！

３
月
２
日

　

本
議
会
に
て
一
括
上
程

　

提
案
説
明

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

３
月
９
日
〜
13
日

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

３
月
14
日

　

議
場
に
て
予
算
審
査
特
別
委
員
会
総
括
質
疑

３
月
17
日

　

本
会
議
に
て
委
員
長
報
告

　

議
案
審
議

特別会計
　国や地方公共団体の
会 計 区 分 の ひ と つ で、
特定の収入、特定の支
出を一般会計と切り離
し、独立して行われる
会計のことを言います。
特定の事業や資金の運
用の状況を明確化する
のが目的で、それぞれ
使い道が決められてい
ま す。 国 民 健 康 保 険、
介護保険など。

企業会計
　地方公営企業法の全
部、又は一部の適用を
受ける公営企業の会計
を指します。

歳  
入

預金利子など他の収入科目
に含まれない収入金です

村民税、固定資産税、
軽自動車税などです

自治体の規模や
財政力に応じて
国から交付され
るお金です
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総務費総務費
87,753 万円87,753 万円

税務、戸籍、企画、税務、戸籍、企画、
総合的な行政運営総合的な行政運営
に使うお金ですに使うお金です

一般会計予算一般会計予算 山田牧場『にぎわいの場』など当初予算
令和５年度予算　主にこんなことに使われます

公共施設再エネ設備
整備事業

　ゼロカーボン社会の
実現に向けて、再生可
能エネルギーを活用す
るため、指定避難所で
ある保健福祉総合セン
ター（チャオル）に、太陽光パネルや蓄電池
設備等を整備し、非常時にも備える。

にぎわいの場創出事業

　山田牧場に「にぎわい
の場」を創出するための
施設を整備する。
◦ハイキングコース整備

……600 万円
◦休憩所整備…2,200 万円

他

公債費公債費
40,866 万円40,866 万円

教育費教育費
38,133 万円38,133 万円

消防費消防費
21,935 万円21,935 万円

土木費土木費
49,283 万円49,283 万円

商工費商工費
23,007 万円23,007 万円

予備費等予備費等
2,075 万円2,075 万円

民生費民生費
105,020 万円105,020 万円

衛生費衛生費
37,766 万円37,766 万円

議会費  議会費  
6,392 万円6,392 万円

農林水産費農林水産費
39,664 万円39,664 万円

医療や福祉、子育医療や福祉、子育
てに使うお金ですてに使うお金です

３億 5,630 万円
3,329 万円

上水道施設整備事業

　水道施設の計画的な整備と水源の保全を図
り、水道水の安定供給を行うとともに、電力
等の価格高騰に伴う支援を実施する。
◦基本料金の減免等……………… 910 万円
◦久保水中間配水管布設替工事…6,500 万円 他

7,939 万円

母子健康増進事業

　妊・産婦健診や乳幼児健診など各種健診の充実を図り、母
親の不安の解消や乳幼児の健やかな成長を支援する。
　産後ケア事業の宿泊型を拡大する。

503 万円

観光事業や
プレミアム
商品券発行
事業等に使
うお金です

治安や消防に使
うお金です

議会運営のため
に使うお金です

空き家対策事業

　空き家の有効活用を図るため購入・改修費
用への補助のほか、新たに村が空き家を借り
上げリフォームしたうえで賃貸物件として貸
し付けを行う事業を開始する。
◦空き家購入等補助…590 万円
◦空き家改修工事……700 万円　他

1,634 万円

旧土捨て場景観整備事業

　なかひら地区にある旧土捨て場の石除去や
整地を行い、しだれ桜や紅葉を植栽し、自然
公園として景観整備を行う。
◦整地等工事…120 万円
◦苗木購入……  10 万円　他

141 万円

歳  

出

村 の 借 金 の
返 済 に 使 う
お金です学校教育、生涯学習

などに使うお金です

道路や橋の整備など維持
管理に使うお金です

ゴミ処理な
どに使うお
金です

農業、ワイン振
興、新規就業者
支 援 な ど に 使
うお金です

予算の不足等にあて
るためのお金です
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予算審査特別 委員会予算審査特別 委員会
　３月９日から 14 日まで、令和５年度予算を
集中審議するための予算審査特別委員会を開
きました。
　委員長に黒岩清道議員、副委員長に梨本進
議員を選出し、課及び室ごと慎重に審査を行
いました。

健
康
福
祉
課

Ｑ　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
バ
ス
停
留
所
に
時
計
が
な
い

の
で
、
設
置
で
き
な
い
か
？

答　

人
目
に
つ
く
所
に
時
計
を

設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
後
、
設
置
さ
れ
た
。）

Ｑ　

糖
尿
病
等
発
症
予
防
、
重

症
化
予
防
対
策
事
業
の
成
果
は

ど
う
か
？

答　

保
健
指
導
等
に
よ
り
県
下

最
下
位
か
ら
中
位
に
改
善
し
て

い
る
。

Ｑ　

コ
ロ
ナ
前
に
大
変
盛
況
だ
っ

た
「
寄
っ
た
い
市
場
」
は
今
年
の

開
催
は
。

答　

関
係
者
と
協
議
し
、
開
催

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

今
年
度
、
定
住
支
援
室
が

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集

す
る
と
の
事
だ
が
、
応
募
状
況

は
？

答　

現
在
、
応
募
さ
れ
て
い
る

方
は
以
前
よ
り
高
山
村
に
何
度

か
来
て
お
り
、
高
山
村
に
住
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
で
、
空

き
家
対
策
を
積
極
的
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

３
年
間
の
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
の
任
務
が
終
了
し
た

Ｑ　

乳
幼
児
お
む
つ
購
入
助
成

事
業
の
助
成
方
法
は
、
お
む
つ

券
の
発
行
か
？
村
内
店
舗
は
利

用
で
き
る
の
か
？
あ
る
い
は
現

金
給
付
に
よ
る
の
か
？

答　

お
む
つ
を
購
入
し
た
領
収

書
に
よ
る
助
成
形
態
を
考
え
て

い
る
。

要
望　

手
続
き
を
簡
素
化
し
て
、

申
請
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
な
手
続
き
、
支
給
を
要
望
す

る
。

定
住
支
援
室

住
民
税
務
課

Ｑ　

役
場
宿
直
を
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る

と
の
事
だ
が
、
何
日
委
託
し
て

い
る
の
か
？
ま
た
、
職
員
は
月

に
何
日
ぐ
ら
い
宿
直
し
て
い
る

の
か
？

答　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
毎
日
１
名
と
役
場
職
員
１
名

の
２
名
体
制
で
行
っ
て
い
る
。

　

役
場
職
員
の
宿
直
に
つ
い
て

は
、
男
性
職
員
が
月
１
回
程
度

行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

に
計
画
中
の
公
共
施
設
再
エ
ネ

設
備
事
業
に
お
い
て
、
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募

集
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
３
月
27
日
。
国
の
２
次
公
募

が
５
月
連
休
明
け
の
見
込
み
。

整
備
は
、
令
和
５
年
度
末
に
終

了
の
予
定
で
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

災
害
備
蓄
用
品
に
生
理
用

品
は
あ
る
の
か
？
ま
た
、
備
蓄

し
て
い
る
非
常
食
の
期
限
切
れ

の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
？

答　

生
理
用
品
は
備
蓄
し
て
い

る
。
非
常
食
な
ど
の
保
存
期
間

は
10
年
前
後
だ
が
、
早
め
に
更

総
　
務
　
課

新
し
て
い
る
。
期
限
間
近
の
品

は
、
配
布
を
含
め
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

消
防
器
具
箱
の
ホ
ー
ス
点

検
更
新
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

答　

更
新
計
画
を
策
定
し
、
そ

れ
を
も
と
に
更
新
し
て
い
る
。

４月２日の出初式には村の有志に
よる吹奏楽の演奏も加わり華やか
に演奏が行われました。

後
、
定
住
の
考
え
を
持
た
れ
て

い
る
の
か
？

答　

将
来
は
空
き
家
で
カ
フ
ェ

と
英
語
塾
を
兼
ね
た
よ
う
な
事

業
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
状
況

は
？

答　

２
月
末
ま
で
で
１
０
５
件
。

月
に
35
件
程
度
。

Ｑ　

高
齢
者
一
人
世
帯
の
「
ふ

れ
あ
い
収
集
」
の
利
用
者
数
は
？

答　

現
在
は
８
名
。
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令和５年度令和５年度

予算審査特別 委員会予算審査特別 委員会

総総  

括括  

質質  

疑疑

教
育
委
員
会

産
業
振
興
課

Ｑ　

農
業
の
担
い
手
の
状
況
は
。

答　

令
和
５
年
度
は
１
名
里
親

研
修
の
予
定
。
２
年
後
に
就
農

予
定
。

Ｑ　

松
川
沿
い
に
恒
久
電
柵
の

設
置
要
望
の
声
が
あ
り
村
の
考

え
は
。

答　

管
理
体
制
を
踏
ま
え
て
該

当
区
長
と
相
談
す
る
。

Ｑ　

有
機
野
菜
を
学
校
給
食
に

取
り
入
れ
て
欲
し
い
。

答　

現
在
、
地
元
野
菜
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、
今
後
提
供
い

た
だ
け
る
よ
う
、
野
菜
栽
培
の

募
集
を
考
え
て
い
く
。

Ｑ　

現
在
フ
ク
イ
ハ
ラ
コ
ン
ポ

の
生
産
が
少
な
い
為
バ
ラ
対
応
が

出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
生
産
量
の
見
通
し
は
。

答　

主
原
料
の
牛
糞
が
減
少
し

て
い
る
の
で
、
今
後
に
つ
い
て

は
検
討
中
。

Ｑ　

に
ぎ
わ
い
の
場
の
工
事
に

つ
い
て
、
施
設
の
維
持
管
理
を

誰
が
行
う
の
か
決
め
て
か
ら
の

着
工
を
。

答　

に
ぎ
わ
い
の
場
構
想
検
討

委
員
会
で
も
指
摘
が
あ
っ
た
。

検
討
す
る
。

Ｑ　

高
山
ま
つ
り
に
つ
い
て
、

Ｑ　

児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
土
日

の
対
応
は
ど
の
様
に
な
る
の
か
。

答　

放
課
後
に
子
供
た
ち
が
安

心
し
て
過
ご
す
事
が
出
来
る
場

の
提
供
に
よ
り
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
は
か
る
。
土
日
も
対
応

し
た
い
。

Ｑ　

水
道
料
金
の
減
免
は
金
額

的
に
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

基
本
料
金
の
み
の
減
免
を

３
期
分
行
う
予
定
。

Ｑ　

な
か
ひ
ら
土
捨
て
場
の
整

備
後
の
管
理
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

管
理
に
つ
い
て
は
、
中
山

活
性
化
委
員
会
に
委
託
す
る
予

定
。

Ｑ　

積
雪
時
に
お
け
る
除
雪
作

業
の
高
齢
者
・
生
活
弱
者
へ
の

対
応
は
。

答　

民
生
委
員
と
相
談
し
福
祉

係
と
対
応
す
る
。

建
設
水
道
課

 

一
般
会
計�

山
嵜 

秀
治  

議
員

一
問
目

　

に
ぎ
わ
い
の
場
創
出
事
業
に
つ

い
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
決

定
経
過
や
事
業
に
よ
り
起
爆
剤
と

な
っ
て
発
展
が
見
込
め
る
の
か
。

内
山
村
長
答
弁

　

長
期
滞
在
に
結
び
つ
く
様
、

進
め
た
い
。

二
問
目

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
令
和
５

年
度
は
１
６
１
円
の
補
助
以
上

は
な
い
か
。
ま
た
段
階
的
無
償

か
の
公
約
は
反
故
さ
れ
る
か
。

内
山
村
長
答
弁

　

令
和
５
年
度
は
そ
れ
以
上
の

補
助
は
な
い
。
令
和
６
年
度
は

他
の
支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

語
学
指
導
講
師
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
欠
員
が
生
じ
て
い
る
、
早
期

に
改
善
す
る
見
込
み
は
。

答　

県
や
斡
旋
業
者
と
相
談
し

て
い
る
が
な
か
な
か
難
し
い
。

Ｑ　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

地
域
の
方
々
や
中
学
校
体

育
連
盟
等
と
連
携
し
進
め
た
い
。

実
行
委
員
会
で
の
今
年
の
開
催

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り

し
た
上
で
開
催
し
た
い
方
向
で

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

議
会
報
告
会
を
実
施
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
集
落
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
を
借
上
げ
る
費
用

を
計
上
し
て
い
る
か
。

答　

前
も
っ
て
区
長
等
に
相
談

し
て
、
各
地
区
の
公
共
施
設
を

借
り
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

議
会
事
務
局
及
び

監
査
委
員
事
務
局

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

山
嵜 

秀
治  

議
員

質
問

　

資
産
割
を
廃
止
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
応
益
割
の
比
率
が
高
ま

り
、
低
収
入
世
帯
や
家
族
人
数

が
多
い
世
帯
ほ
ど
負
担
が
重
く

な
る
。
収
入
に
応
じ
た
負
担
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

内
山
村
長
答
弁

　

条
例
改
正
は
資
産
割
の
み
の

廃
止
で
あ
り
、
均
等
割
、
平
等

割
の
応
益
負
担
率
に
つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
。

　

今
後
、
医
療
給
付
費
の
推
移

を
注
視
し
な
が
ら
、
県
の
方
針

に
沿
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
会

計
の
安
定
経
営
に
努
め
た
い
。
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議案に対する各議員の賛否結果（○賛成 / ●反対）

３ 月
定例会

　令和５年３月定例会は３月２日から 17 日までの日程で開催されました。
　今議会には、令和４年度補正予算、令和５年度当初予算、条例、承認案件など計 32 件が提案され、
いずれも原案どおり可決されました。
　一般質問には 10 名の議員が登壇し深刻な人口減少問題など、村政の課題について質問しました。

議　　　案　　　名 議決
結果

久
保
田
雄
吉

勝
山
正
弘

滝
澤　

聖

梨
本　

進

沖
島
祥
介

髙
井
央
葉

黒
岩
清
道

湯
本
辰
雄

松
本　

茂

山
嵜
秀
治

柴
田
弘
男

西
原
澄
夫

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

専決予算の承認を求めることについて（令和４年度高山村一般会計補正予算（第６号））
承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：降雪量の増加に伴う除雪事業に要する経費を増加

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：衛生組合の解散及び、名称変更による規約の変更

長野広域連合規約の変更について
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：「特別養護老人ホーム久米路荘」及び「信州新町デイサービスセンター」を社会福祉法人

に移管伴う規約の一部変更
長野広域連合における財産の処分について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：社会福祉法人に移管することに伴う建物、物品類の譲渡処分
高山村個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：行政手続きにおいて特定の個人を識別するための番号を必要な限度で提供する為の条例の
一部を改正する条例

村税条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○概要：県の方針により、現行の国民健康保険税の「資産割額」をなくすための条例の改正

高山村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
概要：保育施設の運営の基準を定める条例を国の法改正に整合させるための条例の改正
高山村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：子どものバス送迎での安全管理の徹底を行うための条例改正
高山村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：放課後児童健全育成事業者が利用者の安全の確保を図るための条例の一部条例
高山村地球にやさしい環境基本条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：「温室効果ガスの排出の量の抑制」を「量の削減等」に改める
高山村国民健康保険条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：出産育児一時金を「408,000 円」から「488,000 円」に増額するための条例改正
辺地に係る総合整備計画について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：奥山田地区の村道改良事業、大型除雪機購入、小型動力ポンプ等購入、観光施設整備
高山村道路線の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：主要地方道豊野南志賀公園線の改良に伴う、接続する村道路線の認定
令和５年度高山村一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
令和５年度高山村国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○
令和５年度高山村診療所特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村温泉開発事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和５年度高山村上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度（令和３年度繰越明許）農業水路等長寿命化・防災減災事業中山地区用排水路改修工
事（２工区）変更請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
概要：舗装復旧面積等の増工に伴う変更請負契約
令和４年度高山村一般会計補正予算（第７号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：ふるさと納税寄付金の増加、住民非課税世帯等臨時特別給付金などの精査による減額他
令和４年度高山村国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：保険給付費などの事業精査による減額
令和４年度高山村診療所特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：医薬品購入費など事業精査による減額
令和４年度高山村介護保険特別会計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：特定入所者サービス等費など事業精査による減額
令和４年度高山村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：後期高齢者医療広域連合給付金など精査による増額
令和４年度高山村温泉開発事業特別会計補正予算（第４号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：施設整備基金積立金など精査による増額
令和４年度高山村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：委託料、工事費の確定等による減額
令和４年度高山村下水道事業特別会計補正予算（第２号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：修繕費、委託料など事業精査による減額
令和４年度高山村上水道事業会計補正予算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○概要：建設改良費など事業確定に伴う減額
陳 

情
「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書

採択 ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○概要：陳情者＝長野県労働組合連合会　付託委員会＝福祉産建常任委員会

発　

議

最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書
可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○概要：日本では最低賃金は都府県ごとに決められているが、諸外国のように全国一律の制度に改

めるとともに中小企業などへの支援拡充・強化を求める意見書
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主
要
地
方
道
須
坂
中
野
線
の

未
開
通
問
題
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
の
12

月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
、
本
路
線
の
重

要
性
と
村
民
へ
の
周

知
を
『
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
周
知
活

動
を
行
う
』
と
明
言
さ
れ
た
が
、
実

施
し
て
い
な
い
の
で
は
？
ま
た
、
ト

ン
ネ
ル
と
い
っ
た
コ
ス
ト
面
が
問
題

で
あ
れ
ば
、
他
の
ル
ー
プ
等
の
開
通

の
で
き
る
方
法
を
考
え
た
か
。

建
設
水
道
課
長

　

一
年
を
経
過
す
る
が
村
民
へ
の

周
知
活
動
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
ま

た
、ト
ン
ネ
ル
以
外
工
法
も
検
討
で

き
て
お
ら
ず
、
周
知
に
つ
い
て
は

早
急
に
対
応
し
て
参
り
た
い
。ま

た
、未
開
通
の
県
道
を
開
通
す
る
為

に
、
引
き
続
き
、
県
や
県
議
会
へ
粘

り
強
く
要
望
し
て
参
り
た
い
。

問

勝 山  正 弘勝 山  正 弘   議 員議 員

　
　

防
犯
灯
は
、
夜
間
に
お
け
る
村

民
の
安
全
及
び
犯
罪
被
害
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
最
近

で
は
蛍
光
灯
や
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ

に
切
り
替
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
現
在
の
設
置
状
況
や
、
隣
接
し

て
い
る
地
区
と
地
区
を
結
ぶ
道
路
、

生
活
道
路
と
通
学
路
に
つ
い
て
は
ど

こ
が
管
理
し
て
い
る
の
か
？
ま
た
、

問 防
犯
灯
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

最
近
で
は
カ
メ
ラ
付
き
防
犯
灯
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視

を
目
的
に
し
て
お
ら
ず
、
定
点
カ
メ

ラ
で
二
十
四
時
間
ひ
た
す
ら
画
像
を

撮
り
続
け
る
単
機
能
の
も
の
で
Ｓ
Ｄ

カ
ー
ド
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
コ
ス

ト
面
で
も
安
価
で
対
応
で
き
る
。
道

路
の
ほ
か
、
駐
車
場
、
公
園
等
、
必

要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
設
置
で
き

る
が
村
と
し
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
？

建
設
水
道
課
長

　

村
が
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
は

２
２
４
基
、
道
路
照
明
等
は
24
基
、

県
が
管
理
し
て
い
る
道
路
照
明
等

は
70
基
あ
る
が
、
各
地
区
で
維
持

管
理
し
て
い
る
防
犯
灯
は
、
把
握

し
て
い
な
い
。
地
区
と
地
区
を
結

ぶ
幹
線
道
路
は
村
が
整
備
し
、
地

区
内
の
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
区
で
整
備
し
て
い

る
。
通
学
路
に
つ
い
て
は
「
高
山

村
通
学
路
交
通
安
全
推
進
協
議

会
」
に
お
い
て
要
望
の
あ
っ
た
危

険
箇
所
な
ど
現
地
調
査
を
行
い
、

検
証
や
把
握
に
努
め
て
い
る
。
安

全
対
策
に
つ
い
て
は
、
カ
メ
ラ
付

き
防
犯
灯
も
検
討
し
な
が
ら
、
整

備
を
行
い
、
防
犯
対
策
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

髙 井  央 葉髙 井  央 葉   議 員議 員

加
工
施
設
及
び
加
工
品
研
究
を

　
　

こ
れ
ま
で
も
加

工
施
設
を
作
っ
て
欲

し
い
等
の
希
望
は
多

い
が
、
一
言
で
「
加

工
施
設
」
と
言
っ
て

も
「
何
を
」「
ど
の

よ
う
に
」「
必
要
な
設
備
」「
安
全

性
の
試
験
」
や
「
商
品
化
」
ま
で
、

多
く
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

チ
ー
ム
を
作
っ
て
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

　

村
で
は
、
高
山
村
産
の
農
産
物

や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次
産

業
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
今
後
も
意
欲
あ

る
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

し
て
参
り
た
い
。

　

県
の
施
設
で
あ
り
、
次
産
業
化

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
い

た
だ
け
る
「
し
あ
わ
せ
信
州
食
品

開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
幅
広
い
情
報
提

供
を
行
う
と
共
に
、
多
く
の
皆
さ

ん
と
情
報
交
換
が
で
き
る
場
を
設

け
ら
れ
る
よ
う
関
係
の
皆
様
と
協

議
を
し
て
参
り
た
い
。

問

　
　

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

の
普
及
に
伴
っ
て
「
自
治
体
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
い
る
が
、
高
山
村

で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　

現
在
の
情
報
伝
達
手
段
だ
け
で

は
、
利
用
者
が
自
ら
情
報
を
得
る

た
め
に
能
動
的
な
操
作
や
行
動
を

行
う
必
要
が
あ
り
、
特
に
防
災
行

政
無
線
は
、
自
宅
に
い
な
い
と
放

送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
等
の

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

直
接
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
端
末
に
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発

信
が
可
能
と
な
る
よ
う
、「
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
・
地
方
公

共
団
体
プ
ラ
ン
」
を
含
め
、
情
報

伝
達
手
段
の
導
入
に
つ
い
て
、
検

討
し
て
参
り
た
い
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
は
、
予
想
さ
れ
る
相
談
件

数
の
増
加
や
き
め
細
や
か
な
対
応

に
向
け
て
職
員
体
制
を
整
え
る

等
、
慎
重
に
検
討
し
て
参
り
た
い
。

問 自
治
体
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

導
入
を

一 般 質 問一 般 質 問
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牧工事現場。

チ
ャ
オ
ル
周
辺
施
設
の
歩
道
照
明
の
運
用
改
善
を

　
　

樋
沢
橋
よ
り
Ｙ

Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
ま
で

の
街
路
灯
を
確
認
す

る
と
点
灯
し
て
い
な

い
物
が
あ
る
。
村
施

設
の
防
犯
灯
の
利
用

や
障
害
と
な
る
樹
木
の
枝
払
い
、

移
設
工
事
な
ど
の
考
え
は
な
い

か
。
又
保
健
セ
ン
タ
ー
バ
ス
停
の

夜
間
照
明
が
暗
い
、
改
善
出
来
な

い
か
。

健
康
福
祉
課
長

　

各
村
施
設
内
に
設
置
し
て
あ
る

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
歩
道
に
近
い

物
は
今
後
検
討
し
た
い
。
又
街
路

灯
に
障
害
と
な
る
枝
払
い
の
管
理

は
職
員
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
行

う
。
街
路
灯
３
基
の
移
設
工
事
は

効
果
的
な
場
所
に
移
設
す
る
様
検

討
し
た
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
バ
ス

停
の
夜
間
照
明
は
器
具
の
選
定
を

含
め
早
急
に
検
討
し
た
い
。

問

　
　

住
宅
地
周
辺
の
森
林
を
皆
伐

し
な
い
と
冬
期
間
日
照
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
。
桜
や
も
み
じ
の
植

問 住
宅
地
周
辺
の
森
林
伐
採

に
よ
る
環
境
改
善
の
実
施

状
況
は

沖 島  祥 介沖 島  祥 介   議 員議 員

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て

　
　

本
村
に
お
け
る

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
寄
付
額
は
昨
年
度

よ
り
倍
増
し
た
が
、

須
坂
市
は
今
年
度
約

30
億
円
で
あ
る
。
本

村
は
伸
ば
せ
る
余
地

は
十
分
に
あ
る
の
で
、
目
標
を
３
億

円
と
し
た
場
合
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

総
務
課
長

　

り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
の
出
荷
量
の
拡

大
、
評
価
の
高
い
ワ
イ
ン
等
の
導
入

を
検
討
。
返
礼
品
の
詰
合
せ
セ
ッ

ト
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
に

よ
る
寄
付
等
は
検
討
し
て
い
く
。人

材
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
、
民
間
事
業
者
へ
の
業

務
委
託
な
ど
様
々
な
方
法
を
検
討

し
て
い
く
。

問

本
村
に
お
け
る
少
子
化
対

策
と
、各
年
代
層
別
の
各
種

手
当
と
支
援
事
業
の
魅
力

に
つ
い
て
問
う

　
　

本
村
、
直
近
４
年
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
０
・
94
と
全
国
平
均

の
１
・
36
よ
り
劣
っ
て
い
る
。

　

岡
山
県
奈
義
町
は
合
計
特
殊
出

生
率
２
・
95
と
全
国
で
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
。本
村
と
ど
こ
が
違
う
の

か
？
ま
た
、本
村
で
導
入
予
定
出
来

そ
う
な
政
策
が
あ
る
か
を
問
う
。

問

村　

長

　

本
村
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し

い
中
で
は
あ
る
が
、
少
子
化
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
効
果
の

上
が
る
子
育
て
支
援
策
を
検
討
す

る
。
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
し
て
、
年

間
２
万
４
千
円
の
お
む
つ
購
入
の

補
助
を
行
う
。
現
在
あ
る
「
福
祉

の
し
お
り
」
を
一
体
的
に
見
直
し
、

各
世
代
の
支
援
策
と
し
て
、
一
覧

に
ま
と
め
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　

本
村
に
お
け
る
危
機
管
理
対

応
の
上
で
も
、
本
村
在
住
の
職
員

数
を
増
や
し
た
い
。
ま
た
、
一
度

は
村
外
に
出
た
人
た
ち
が
「
最
後

は
戻
っ
て
来
よ
う
、
高
山
へ
」
の

よ
う
な
受
け
皿
が
出
来
な
い
か
？

副
村
長

　

平
成
25
年
村
内
在
住
の
職
員
数

の
割
合
は
74
％
だ
っ
た
が
、
現
在

は
50
％
程
度
。
村
内
在
住
の
職
員

を
増
や
す
事
は
村
民
に
と
っ
て
安

全
、
安
心
に
つ
な
が
り
重
要
な
事
。

　

中
途
採
用
年
齢
は
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
い
く
。
給
与
に
つ
い
て

は
、
本
人
の
努
力
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
を
構
築
し
、
運
用
し
て
い

る
。
村
内
在
住
者
を
増
や
す
職
員

住
宅
建
設
に
つ
い
て
は
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

問 役
場
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
。

中
途
採
用
枠
の
年
齢
、給
与
の

見
直
し
を
図
っ
て
み
て
は
？

栽
に
よ
り
改
善
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
か
又
牧
地
区
で
現
在
行
わ
れ

て
い
る
急
傾
斜
地
対
策
工
事
は
来

年
以
降
も
予
定
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長

　

牧
地
区
内
の
民
有
林
に
つ
い
て

は
森
林
組
合
と
の
合
同
で
森
林
計

画
が
策
定
さ
れ
、
村
が
認
定
し
て

い
る
が
、
住
宅
地
周
辺
の
皆
伐
に

つ
い
て
は
、
山
腹
崩
壊
防
止
な
ど

の
災
害
リ
ス
ク
、
景
観
の
影
響
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
再

造
林
に
つ
い
て
は
水す
い

源げ
ん

涵か
ん

養よ
う

等
の

観
点
か
ら
重
要
で
あ
り
、
低
樹
高

で
落
葉
す
る
広
葉
樹
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
子
安
橋
南
側
で
施
工

さ
れ
て
い
る
砂
防
事
業
の
急
傾
斜

地
崩
落
対
策
事
業
は
令
和
６
年
ま

で
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
業

に
よ
り
、
区
域
の
皆
伐
も
実
施
さ

れ
結
果
的
に
日
照
の
確
保
が
図
ら

れ
る
。

一 般 質 問一 般 質 問
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人
口
減
少
と
高
山
村
の
未
来
像
は

移
住
・
定
住
の
促
進
の
た
め
の

住
宅
・
宅
地
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

村
の
総
合
戦

略
の
中
で
、
令
和
３

年
の
出
生
数
、
合
計

特
殊
出
生
率
は
、
基

本
目
標
の
半
分
ほ

ど
。
子
育
て
世
代

が
、２
人
目
、３
人
目
を
生
み
育
て

た
い
と
思
え
る
支
援
が
薄
い
の
で

は
な
い
の
か
。ま
た
、
若
い
世
代
が

移
住
す
る
判
断
材
料
と
し
て
、
治

安
が
良
い
、自
然
が
多
い
、子
供
が

遊
べ
る
公
園
が
あ
る
、
教
育
施
設

が
充
実
し
て
い
る
、
交
通
の
利
便

性
が
良
い
、
買
い
物
施
設
が
近
い
、

世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る

な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

①
高
山
村
も
危
機
感
を
感
じ
て
、

村
の
独
自
性
を
感
じ
る
子
育
て
支

援
策
を
考
え
る
時
と
思
う
が
い
か

が
か
。

②
交
通
の
利
便
性
に
つ
い
て
、
意

見
や
要
望
を
話
合
い
提
案
す
る
仕

組
み
や
、交
流
の
場
に
も
な
る
ハ
ブ

的
な
バ
ス
待
合
所
を
作
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

③
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
所
の
公
民
館
で
あ
る
が
、

議
員
視
察
で
豊
丘
村
の
公
民
館
と

図
書
館
を
見
学
し
た
。総
工
費
が

８
億
５
千
万
円
ほ
ど
に
驚
い
た
。

社
会
環
境
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
変

問

　
　

移
住
・
定
住

の
促
進
は
人
口
増

加
対
策
の
大
き
な

一
助
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

村
内
で
新
規
住
宅
の
建
設
を
促

進
す
る
た
め
、
早
急
に
良
好
な
宅

地
の
確
保
と
安
価
な
居
住
環
境
の

整
備
さ
れ
た
宅
地
造
成
の
促
進
を

求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
12
月
議
会
一
般
質

問
で
人
口
対
策
に
つ
い
て
質
問

し
、
内
山
村
長
か
ら
は『
宅
地
造
成

の
用
地
の
選
定
を
進
め
て
き
た
が

候
補
地
選
定
に
は
結
び
つ
か
ず
、

進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
が
、
一
年
で
も
早
く
着
手
で

き
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。』

と
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ

の
後
選
定
努
力
は
な
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

村　

長

　

令
和
６
年
度
ま
で
の
推
進
計
画

と
し
て
、
第
２
期
目
の「
高
山
村
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
移
住
定
住
に

繋
が
る
居
住
環
境
の
整
備
・
充
実

を
図
る
た
め
、
新
た
な
村
営
住
宅

の
整
備
を
含
む
宅
地
造
成
の
促
進

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
事
業
着
手
に
向
け
た
努
力
は

問

化
し
て
い
る
今
、
再
度
検
討
を
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

村　

長

①
村
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、
出

産
祝
い
金
や
、
高
校
３
年
生
ま
で

の
医
療
費
特
別
給
付
な
ど
、
様
々

な
支
援
策
を
行
っ
て
き
た
。さ
ら

に
新
年
度
か
ら
は
、
３
歳
未
満
の

乳
幼
児
の
お
む
つ
購
入
費
と
し
て

２
万
４
千
円
ま
で
の
補
助
を
予
定

し
て
い
る
。更
に
子
育
て
支
援
策

の
検
討
を
重
ね
て
参
り
た
い
。

②
新
た
に
「
第
２
期
地
域
公
共
交

通
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
進
め

て
い
く
中
で
、
そ
の
必
要
性
も
含

め
、
利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
な
が

ら
、
全
体
像
を
捉
え
つ
つ
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

③
新
し
い
施
設
建
設
に
対
し
ま
し

て
は
、村
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、現
在
の
公
民

館
を
改
修
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
」

と
の
お
尋
ね
で
あ
り
ま
す
が
、
ま

と
ま
っ
た
用
地
・
分
譲
価
格
な
ど
、

大
変
条
件
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
現
在
も
継
続
し
て
慎
重
に

候
補
地
の
選
定
な
ど
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

山
田
牧
場
も
賑
わ
い
の
場
構

想
の
候
補
地
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
あ
る
高
山
共
撰
所
・
高
山
亭
・

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
コ
メ
リ
付
近

に
道
の
駅
・
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の　

直
売
所
・
食
事
処
・

新
商
品
の
開

発
事
業
が
で

き
る
地
域
情

報
発
信
拠
点

の
整
備
を
高

山
村
発
展
の

た
め
整
備
を

求
め
ま
す
。

村　

長

　

村
単
独
の
財
源
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
特
定
財

源
を
確
保
し
た
う
え
で
構
想
を
具

現
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問 地
域
情
報
発
信
拠
点
の

整
備
に
つ
い
て高井側に賑わいの場核店舗を!!

一 般 質 問一 般 質 問
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ど
う
な
る
、
５
年
度
の
学
校
給
食
費

　
　

●
物
価
の
高

騰
が
続
い
て
い
る

が
、
給
食
費
は
改
定

す
る
の
か
。
そ
の

際
、
５
年
度
の
学
校

給
食
費
つ
い
て
保

護
者
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

●
学
校
給
食
の
食
材
に
、
有
機
米
・

有
機
農
産
物
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

●
村
長
の
公
約
か
ら
し
て
も
、
ま

た
、
義
務
教
育
無
償
の
点
か
ら
も
、

完
全
無
償
化
を
求
め
る
。
あ
と
、

１
４
０
０
万
円
ほ
ど
で
無
償
化
は

実
現
で
き
る
。
予
算
の
僅
か
0.3
％
、

実
現
す
べ
き
で
な
い
か
。

村　

長

●
来
年
度
は
一
食
21
円
の
値
上
げ

と
な
る
が
、
こ
の
分
は
村
負
担
と

し
、従
来
か
ら
の
１
４
０
円
に
プ
ラ

ス
し
て
１
食
１
６
１
円
補
助
す
る
。

●
有
機
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
と
の
情
報
交
換
が
必
要
。
話
し

合
い
の
場
を
設
定
で
き
る
よ
う
情

報
収
集
に
努
め
る
。

●
高
校
生
が
貧
困
の
た
め
に
食
事

も
満
足
に
取
れ
な
い
記
事
を
見

て
、
こ
れ
が
段
階
的
無
料
化
の
考

え
の
発
端
で
あ
る
。
子
ど
も
支
援

策
と
し
て
何
が
重
要
か
慎
重
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

　
　

農
業
者
が
加
入
で
き
る
農
業

者
年
金
に
、
い
ま
、
加
入
し
て
い
る

人
が
少
な
い
。令
和
２
年
度
で
11

人
、３
年
度
で
９
人
で
あ
る
。

　

こ
の
制
度
は
ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
か
。

　

有
利
な
制
度
な
の
に
加
入
が
少

な
い
の
は
、国
民
年
金
と
合
わ
せ
る

と
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
に
あ
る

と
思
う
。村
が
掛
け
金
補
助
を
し
て

加
入
促
進
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

　

農
業
者
年
金
相
談
会
の
開
催

や
、パ
ン
フ
に
よ
り
地
球
ク
ラ
ブ
や

認
定
農
業
者
協
議
会
に
な
ど
を
通

じ
て
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
、保
険
者
が
受
給
す

る
積
立
で
あ
る
事
や
、国
の
補
助
も

あ
る
こ
と
か
ら
、村
が
嵩
上
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問 農
業
者
年
金
の
掛
け
金
に

村
の
補
助
を

久 保 田  雄 吉久 保 田  雄 吉   議 員議 員

高
山
村
の
『
将
来
の
人
口
は
３
０
０
０
人
』

に
な
る
か
も
!?

　
　

12
月
議
会
で

は
７
年
後
の
高
山
小

学
校
は
、
５
年
生
ま

で
が
、
１
ク
ラ
ス
ず

つ
の
編
成
に
な
る
と

い
う
由
々
し
き
事
態
の
内
容
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

　

子
供
達
が
少
な
い
の
で
、
高
齢

化
に
向
か
っ
て
一
直
線
と
な
り
、

人
口
の
半
減
や
、
集
落
の
維
持
の

困
難
と
い
う
想
像
し
た
く
な
い
未

来
が
や
っ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。

　

農
業
や
商
工
業
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
？

　

村
の
各
種
行
事
、
文
化
が
受
け

継
が
れ
て
い
く
の
か
？

　

そ
し
て
、
半
減
と
い
う
の
は
、
半

分
に
減
る
こ
と
で
す
か
ら
、５
割
の

確
率
で
わ
が
家
だ
っ
て
無
く
な
る
、

と
い
う
深
刻
な
事
態
で
も
あ
る
。

　

人
口
６
６
４
９
人
の
村
で
、
小

学
生
が
た
っ
た
１
ク
ラ
ス
ず
つ

（
35
人
以
下
）
と
い
う
の
は
異
常

な
事
態
で
は

な
い
か
、
普

通
な
ら
有
り

得
な
い
よ
う

に
思
え
る
が
、

村
長
の
見
解

を
聞
き
た
い
。 問

村　

長

　

村
の
将
来
人
口
推
計
に
よ
る

と
、
40
年
後
の
令
和
42
年
に
は
４

８
０
０
人
と
予
想
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
降
の
人
口
推
計
は
実

施
し
て
い
な
い
。

村　

長

　

出
産
祝
い
金
や
家
庭
育
児
給
付

金
な
ど
の
施
策
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
先
進
事
例
等
を

調
査
・
研
究
し
、
新
た
な
施
策
の

導
入
の
検
討
な
ど
総
合
的
な
支
援

策
を
講
じ
て
、
人
口
減
少
の
抑
制

に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
。

こ
の
減
少
傾
向
が
続
い
た
場
合

に
高
山
村
の
将
来
の
総
人
口
は

３
千
人
を
下
回
る
と
思
う
が
、

村
は
ど
う
考
え
る
の
か

人
口
減
少
の
非
常
事
態
と
認
識

し
て
、
踏
み
込
ん
だ
特
別
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
村
長
の
考
え
を
聞
き
た
い

空き教室が増えるばかり…。

村　

長

　

小
学
校
の
ク
ラ
ス
数
の
減
少
は
、

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一 般 質 問一 般 質 問
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景観と水の保全に森林管理は万全に。

松川砂防堰堤。

小
水
力
発
電
の
事
業
化
に
つ
い
て

森
林
の
利
活
用
は

　
　

貴
重
な
地
域

資
源
で
あ
る
河
川
、

砂
防
堰
堤
な
ど
を

活
用
し
た
小
水
力

発
電
の
事
業
化
は
、

売
電
収
益
で
将
来

に
わ
た
り
自
主
財
源
の
確
保
が
可

能
で
あ
る
。
松
川
の
小
水
力
高
井

発
電
所
の
実
績
を
検
証
し
、
県
の

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
地
域
支
援
事

業
」
へ
の
積
極
的
な
計
画
づ
く
り

な
ど
、
地
域

資
源
の
活
用

と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
の

施
策
と
し
て
、

小
水
力
発
電

の
事
業
化
の

推
進
を
！

総
務
課
長

　

高
山
村
地
域
再
エ
ネ
導
入
戦
略

で
本
村
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
太
陽
光
発
電
と
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
の
期
待
が
高
い
地
域
。松

川
の
高
井
発
電
所
は
固
定
資
産
税

や
法
人
税
、
土
地
貸
付
料
な
ど
七

年
で
約
４
８
０
０
万
円
の
収
入
。

　

県
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
地
域

創
出
支
援
事
業
」
は
具
体
詳
細
が

示
さ
れ
て
か
ら
活
用
す
べ
き
か
検

討
し
て
参
り
た
い
。現
在
新
た
に

民
間
事
業
者
か
ら
、
樋
沢
川
に
小

問

　
　

森
林
は
木
材

の
供
給
と
国
土
・
環

境
の
保
全
、
水
資
源

の
涵
養
、
生
物
多
様

性
な
ど
国
民
生
活
に

不
可
欠
な
役
割
。
村

の
森
林
は
村
面
積
の
85
％
。
30
％

は
杉
や
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
。
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
森

林
の
活
用
策
は
。

①
県
知
事
と
の
集
会
の
議
題
が
な

ぜ
林
業
政
策
だ
っ
た
の
か
。

②
広
葉
樹
の
育
成
計
画
は
。

③
わ
ら
び
温
泉
の
加
温
や
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
、
薪
の
生
産
等
の
事
業

化
は
。村　

長

①
林
業
の
現
状
と
課
題
を
共
有
し
、

県
の
取
組
み
に
関
心
を
持
て
た
。

②
今
後
も
景
観
整
備
を
し
、災
害
に

強
い
森
林
に
更
新
し
、広
葉
樹
へ
の

問

梨 本  　 進梨 本  　 進   議 員議 員

　
　

子
育
て
世
帯
の
定
住
目
的
に

子
育
て
家
族
が
使
い
易
い
特
色
の

あ
る
村
営
住
宅
建
設
や
、
空
き
家

借
り
上
げ
事
業
で
移
住
者
向
け
の

賃
貸
住
宅
の
提
供
を
！

　

ま
た
各
地
区
に
「
若
者
住
宅
団

地
」
の
建
設
を
！

村　

長

　

子
育
て
家
族
向
け
の
住
宅
の
必

要
性
は
高
い
。今
後
の
計
画
の
中

で
、
住
宅
団
地
の
造
成
地
内
に
、
村

営
住
宅
の
建
設
も
検
討
を
進
め
た

い
。重
点
事
業
の
「
空
き
家
活
用
賃

貸
住
宅
設
置
事
業
」
に
よ
り
移
住

希
望
者
が
、少
な
い
初
期
費
用
で
村

内
生
活
が
お
く
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。宅
地
造
成
は
農
地
転
用
や
需

要
見
込
み
な
ど
考
慮
し
て
、候
補
地

選
定
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

問 子
育
て
若
者
住
宅
の

建
設
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

水
力
発
電
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
計

画
の
申
し
出
あ
る
。災
害
時
を
含

む
電
気
供
給
の
取
決
め
な
ど
「
地

域
活
用
要
件
」
を
検
討
し
、
ま
ず

は
民
間
事
業
者
に
お
い
て
事
業
を

進
め
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
が
達
成
で
き
る
よ
う
脱
炭
素

化
に
取
組
ん
で
参
り
た
い
。

　
　

国
保
税
の
未
就
学
児
童
の
均

等
割
り
半
額
が
開
始
さ
れ
た
。
全

国
で
は
18
歳
ま
で
の
均
等
割
り
軽

減
が
、
本
気
の
子
育
て
支
援
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
村
で
も

２
０
０
万
円
余
の
予
算
が
あ
れ

ば
、
18
歳
ま
で
の
均
等
割
り
を
廃

止
で
き
る
と
思
う
が
。

村　

長

①
未
就
学
児
童
の
均
等
割
り
軽
減

が
全
国
一
律
に
実
施
さ
れ
た
こ
と

は
有
効
な
こ
と
受
け
止
め
て
い

る
。

②
村
独
自
に
子
供
均
等
割
り
軽
減

を
実
施
し
た
場
合
、「
保
険
者
努

力
支
援
制
度
」
で
ペ
ナ
ル
テ
イ
が

あ
る
の
で
、廃
止
は
難
し
い
。

③
こ
れ
か
ら
も
県
の
統
一
方
針
に

沿
っ
て
や
っ
て
い
く
。

④
国
保
は
国
民
皆
保
険
制
度
で
、

県
が
主
体
と
な
っ
て
統
一
の
方
針

を
立
て
て
や
っ
て
い
る
。村
も
県

の
統
一
方
針
に
沿
っ
て
や
っ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

問

湯 本  辰 雄湯 本  辰 雄   議 員議 員

更
新
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
わ
ら
び
温
泉
の
加
温
に
は
断
念

し
た
こ
と
が
あ
る
。今
後
の
森
林
活

用
は
検
討
し
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問



［12］ 142142号号

あ
の
あ
の
質
問
質
問
あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

村
の
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

（
沖
島 

祥
介 

議
員
）

（
黒
岩 

清
道 

議
員
）

（
黒
岩 

清
道 

議
員
）

（
沖
島 

祥
介 

議
員
）

本
郷
交
差
点
の
信
号
機
改
良
に
つ
い
て

村
民
の
足
で
あ
る
公
共
交
通
に
つ
い
て

問

問要
望

問

答

答結
果

答

　

被
害
の
発
生
が
常
態
化
し
危
機

的
状
況
に
あ
り
、ま
た
高
齢
化
が
進

み
、電
気
柵
の
周
り
の
雑
木
・
雑
草

の
駆
除
が
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い

る
が
。

　
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
の
制
度

を
高
山
村
で
も
、も
っ
と
活
用
し
た

ら
ど
う
か
？

　

本
郷
交
差
点
は
、サ
マ
ー
ラ
ン
ド

方
面
か
ら
高
山
村
方
面
へ
の
右
折

に
つ
い
て
、特
に
朝
夕
な
ど
交
通
量

の
多
い
時
間
帯
に
は
、対
向
車
が
切

れ
間
な
く
通
過
す
る
た
め
、右
折
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、須
坂
市
道
本
郷

宮
原
滝
之
入
線
の
本
郷
交
差
点
の

信
号
機
を
右
折
矢
印
付
き
、ま
た
は

時
差
式
信
号
機
へ
改
良
し
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
書
を
須
坂
警
察
署

に
対
し
て
、高
山
村
議
会
議
長
名
で

提
出
。

　

通
学
や
通
院
に
応
じ
た
ダ
イ
ヤ
・

ル
ー
ト
・
村
の
拠
点
な
ど
を
、話
し

合
え
る
場
を
設
け
て
、意
見
や
要
望

を
、提
案
す
る
仕
組
み
を
作
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

　

村
民
か
ら
の
情
報
提
供
や
有
害

鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く

り
に
協
力
頂
く
と
と
も
に
、大
き
目

の
仕
掛
け
や
、
音
、
音
波
な
ど
の
侵

入
防
止
対
策
と
駆
除
な
ど
に
努
め

て
参
り
た
い
。

　

定
住
支
援
室
に
て
、令
和
５
年
度

に
空
き
家
対
策
な
ど
の
仕
事
を
担

う「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
募
集

を
令
和
５
年
２
月
に
行
い
、４
月
か

ら
任
期
を
開
始
す
る
。

　

片
方
の
道
路
の
み
の
右
折
矢
印

や
、時
差
式
信
号
機
の
設
置
は
で
き

な
い
た
め
、新
た
に
信
号
機
に
感
知

器
を
つ
け
、高
山
方
面
の
右
折
車
が

多
い
場
合
は
感
知
に
よ
り
青
信
号

の
時
間
が
伸
び
る
よ
う
に
対
策
し

た
。右
折
車
が
多
い
時
に
は
青
信

号
の
時
間
が
長
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、右
折
車
側
の
渋
滞
が
以
前
よ
り

解
消
さ
れ
る
。た
だ
し
、
対
向
車
も

来
る
の
で
、注
意
し
な
が
ら
慌
て
ず

右
折
願
い
た
い
。

感
知
器
を
設
置
し
た
。

検
討
し
た
い
。

し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
募
集
し
て

い
き
た
い
。

（
令
和
４
年
９
月
定
例
会
）

本
郷
交
差
点
の
信
号
機
改

良
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

協
議
会
と
い
う
大
規
模
な
組
織

と
は
別
に
、ご
意
見
・
ご
要
望
を
出

し
や
す
い
小
規
模
な
仕
組
み
を
構

築
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、今
後

の
進
め
方
の
中
で
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

新
た
に「
第
２
期
地
域
公
共
交
通

計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
進
め
て

い
く
中
で
、
そ
の
必
要
性
も
含
め
、

利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、全
体

像
を
捉
え
つ
つ
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。
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（
髙
井 

央
葉 

議
員
）

（
髙
井 

央
葉 

議
員
）

入
区
金
に
つ
い
て

生
理
用
品
に
つ
い
て

問問

答

答
　

入
区
金
は
、移
住
者
に
と
っ
て
は

大
き
な
問
題
で
あ
る
。区
と
し
て
も

入
区
者
が
増
え
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、村
と
し
て

も
一
歩
踏
み
込
ん
で
村
民
の
意
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、各
区
と
入
区

金
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
「
生
理
の
貧
困
」
が
問
題
に
な
る
中
、

県
内
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
も
必

要
な
方
へ
の
生
理
用
品
の
無
償
配
布

を
始
め
た
が
、
災
害
備
蓄
品
、
小
中
学

校
女
子
ト
イ
レ
へ
の
設
置
等
、
高
山
村

と
し
て
の
対
応
は
。

そ
の
後　

区
で
協
議
す
る
中
で
、

一
定
の
条
件
を
設
け
る
等
し
な
が

ら
変
更
や
検
討
を
始
め
た
区
も
あ

る
。

（
牧
区
に
お
い
て
、
入
区
金
を
15
万

円
か
ら
条
件
付
き
で
減
額
な
ど
）

生
理
用
品
に
関
す
る
予
算
を
計
上
し
て

お
り
、
今
後
実
情
等
を
見
極
め
た
上
で

検
討
し
て
参
り
た
い
。

そ
の
後　

備
蓄
品
と
し
て
整
備
し
た
。

期
限
間
近
の
品
は
、
配
布
を
含
め
検
討

し
た
い
。（
令
和
３
年
12
月
議
会 
黒
岩

議
員
の
一
般
質
問
答
弁
よ
り
）

　

生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に
置
く
こ
と

は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
利
便
性
は
高

ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。一
方
で
、
衛
生

用
品
と
し
て
は
安
全
性
に
欠
け
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。研
究
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
う
が
、
現
時
点
で
は
保
健
室
で

安
心
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
体

制
を
と
っ
て
い
く
。

　

現
在
（
令
和
３
年
６
月
当
時
）、
災
害

備
蓄
品
と
し
て
生
理
用
品
を
備
蓄
し
て

い
な
い
た
め
、
今
年
度
の
当
初
予
算
で

村
と
し
て
も
研
究
し
て
参

り
た
い
。

災
害
備
蓄
品
と
し
て
は
検
討
。

小
中
学
校
ト
イ
レ
へ
の
配
置

は
適
当
で
な
い
。

（
令
和
３
年
12
月
定
例
会
）

（
令
和
３
年
６
月
定
例
会
）

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
研
修
会

町
村
議
会
広
報
研
修
会
報
告

令
和
４
年
度

　

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

日　

時　

令
和
５
年
１
月
25
日

場　

所　

長
野
県
自
治
会
館

出
席
者　

黒
岩
清
道　

久
保
田
雄
吉

　
　
　
　

滝
澤
聖　

沖
島
祥
介　

髙
井
央
葉

　
　
　
　

松
本
茂　

柴
田
弘
男

内　

容　
「
住
民
に
読
ま
れ
、

伝
わ
り
、
議
会
の
見
え
る
化
へ

　

議
会
広
報
の
基
本
と
編
集
」

　

議
会
報
編
集
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
題
し
、
希
望

す
る
市
町
村
の
議
会
報
を
例
に
出
し
て
、
具

体
的
に
こ
こ
が
良
い
、
悪
い
を
指
摘
し
、
今

後
の
編
集
に
役
立
て
る
内
容
で
し
た
。

日　

時　

令
和
５
年
２
月
14
日

場　

所　

東
京
都　

全
国
町
村
議
員
会
館

出
席
者　

黒
岩
清
道　

久
保
田
雄
吉

　
　
　
　

沖
島
祥
介

内　

容　
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視
点

　

広
報
力
の
あ
る
紙
面
か
？
」

　

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
読
者
に
読
ま
れ
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
読
ま
れ
る
に
は
「
い

か
に
興
味
を
引
く
紙
面
に
す
る
か
？
」
を
繰

り
返
し
講
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
表

紙
に
読
者
を
載
せ
る
こ
と
が
手
に
取
っ
て
読

ま
れ
る
秘
訣
で
あ
る
と
熱
弁
さ
れ
て
ま
し

た
。�

（
沖
島
祥
介
）

１
25

２
14

研修報告研修報告研修報告研修報告議会報編集特別委員会議会報編集特別委員会
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議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

　

２
月
７
日
、
議
会
報
告
会
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
軽
井
沢
町
議

会
に
伺
い
ま
し
た
。

　

当
日
議
会
か
ら
土
屋
議
長
は
じ

め
４
名
の
議
員
に
応
対
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
平
成
15
年
に
「
議

会
改
革
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

町
民
が
関
心
を
よ
せ
る
議
会
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
「
住
民
懇
談
会
を

積
極
的
に
開
催
す
る
」
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
20
年
10
月
に

全
員
協
議
会
に
て
「
議
会
報
告
会
開

催
要
領
」
が
了
承
さ
れ
、
同
月
町
内

３
会
場
に
お
い
て
第
１
回
の
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
降
現
在
ま

で
延
べ
23
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
議
会
は
監
視
機
能
や
政
策
提

言
活
動
な
ど
議
会
活
動
の
状
況
を

地
域
に
出
向
い
て
直
接
報
告
・
説
明

し
、
町
政
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
議
会
に
対
す
る
批
判
や

意
見
も
聴
取
し
、
活
力
あ
る
発
展
に

資
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は
３
月
及
び
９
月
の

定
例
会
後
に
実
施
し
報
告
内
容
は

本
会
議
の
概
要
、
委
員
会
報
告
、
視

察
報
告
、
当
初
予
算
及
び
決
算
の
審

議
状
況
、
そ
の
他
、
町
民
が
関
心
を

２
７

よ
せ
て
い
る
事
項
の
説
明
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
村
の
議
会
も
村
民
に
寄
添
い

村
が
行
う
行
財
政
運
営
に
積
極
的

な
対
応
を
行
う
た
め
「
議
会
と
村
づ

く
り
を
語
る
会
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
大
勢
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。�

（
滝
澤　

聖
）

軽井沢町議員と高山議会運営委員会と
の懇談。

軽井沢町営ＥＶ車用充電スタンド。
（役場駐車場内）

　議会活動の内容を直接お伝えするとともに、住民の皆様の関心の高いテーマを設けて、ワー
クショップ形式で参加者と議員が一緒に考え、住民の意見を村行政運営に反映することを目
的に『議会と村づくりを語る会』を開催することにしました。
　年内に村内５会場（消防団のブロックエリア毎）での開催を予定しており、５月は第１、第
４ブロックの会場で開催します。
　たくさんの皆さんのご参加をお願いいたします。

　●第１ブロック：堀之内研修センターにて
　　　　　　　　　５月 14 日 ㈰　午後２時～
　●第４ブロック：中山会館にて
　　　　　　　　　５月 21 日 ㈰　午後２時～

今回のトークテーマは

　『子育て支援について』『地域の課題について』です。
　当日この「たかやま議会 142 号」をお持ち下さい。

この視察研修の内容を委員会で話合い、
議会と村民の距離を縮めるこんなことを企画しました。

『議会と村づくりを語る会』『議会と村づくりを語る会』を開催します！

議会運営委員会議会運営委員会 研修報告研修報告研修報告研修報告
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議会活動、議員活動の『見える化』を実施していきます

議会報告会の開催１１ ２２

４４ ５５

３３ 一般質問
YouTube 配信の周知

読んで分かりやすい
議会報の内容づくり

高山村議会の Facebook ページ開設 議会モニター制度の変更

　令和５年度開催に向けて、一
方通行にならない報告会にした
いと他議会の開催状況の視察な
どを行い、検討しています。

　昨年より始まった YouTube
配信ですが、今後は周知にも
力を入れ、たくさんの方に見
てもらえるように工夫します。

　「読んでもらえる」、「読
みやすい」紙面づくりに努
めます。

　情報発信ツールの一つとして、高山村議会の
Facebook ページを開設しました。議会の様子
を少しづつ投稿していきます。

　議会モニター制度を取り入れて２年が経ち
ました。よりモニター活動しやすく、議会と
関わっていただけるよう、内容なども見直し
て、取り組んでいきます。

議会モニターさんより
３月２日㈭、８名のモニターさんと２年の任期最後の議会モニ
ター会議を開催しました。議会からも多くの議員が出席し、12 月
議会の様子や議会報 141 号について、ご意見をいただきました。

YouTube

が
入
っ
た
の
で
良

か
っ
た
。

き
ら
め
き
ポ
ス
ト
を
幅
広
く
活

用
し
て
ほ
し
い
。

議
会
と
し
て
も
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
が
聞
け
る
体
制
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

直
接
の
会
話
は
消
え
て
し
ま
う

の
で
、
メ
ー
ル
等
、
残
る
も
の

で
意
見
を
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
進
め
て
欲

し
い
。

公
共
交
通
の
質
問
は
、
答
弁
を

も
っ
と
深
堀
し
て
ほ
し
い
。

議
員
の
活
動
を
も
っ
と
出
し
た

ほ
う
が
良
い
。

モ
ニ
タ
ー
も
意
見
を
言
っ
て
終

わ
り
、
で
は
な
く
、
前
向
き
な

意
見
や
提
案
を
具
体
化
し
、
活

性
化
に
反
映
さ
せ
て
ほ
し
い
。

活
性
化
し
て
い
る
と
思
う
。

議
場
を
見
る
こ
と
が
良
か
っ
た
。

弱
者
目
線
で
の
質
問
を
し
て
い

た
だ
い
て
る
。

『
私
の
声
』
は
地
元
の
村
民
な
ど

も
取
り
上
げ
て
み
て
は
。

楽
し
く
、
明
る
く
、
助
け
合
え

る
人
、
場
所
づ
く
り
が
出
来
た

ら
良
い
で
す
ね
。

一
般
質
問
がYouTube

で
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
良
か
っ
た
。

モ
ニ
タ
ー
を
す
る
こ
と
で
活
動

が
知
れ
て
良
か
っ
た
。

視
察
研
修
の
感
想
良
か
っ
た
。

一
般
質
問
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
が
分
か
る
と
良
い
。

議
会
報
が
カ
ラ
ー
に
な
っ
て
見

や
す
く
良
か
っ
た
。

中
学
生
議
会
も
あ
る
が
、
も
っ

と
子
供
達
と
の
交
流
な
ど
が
あ

る
と
良
い
。

宮川さん
（紫）

荒井さん
（中原）

澤井さん
（堀之内）

改めて、新しくなる議会モニターに向けてご提言いただきました

１１ ２２

４４ ５５

３３

議会活性化特別委員会議会活性化特別委員会
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（
群
山
青
く　

め
ぐ
ら
し
て

　

西
に
傾
く　

高
野
原　

遥
か

連
な
る　

ア
ル
プ
ス
の　

永
久

の
白
雪
望
み
つ
つ　

大
い
な
る

か
な　

わ
が
山
河
）
で
あ
る
。

　

村
を
山
が
３
方
囲
み
遠
く
に

見
え
る
ア
ル
プ
ス
を
詠
っ
た
曲

だ
。
近
く
を
見
回
し
、
遠
く
の

未
来
・
希
望
を
詩
に
し
た
も
の

と
思
う
。

　

校
歌
の
よ
う
に
自
身
を
見
つ

め
信
頼
さ
れ
る
議
員
に
な
れ

る
よ
う
言
葉
を
慎
み
頑
張
り
た

い
。�

（
滝
澤　

聖
）

　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
が
優
勝
し
感

動
し
た
。
中
で
も
信
州
人
で

あ
る
牧
秀
悟
選
手
の
活
躍
が
う

れ
し
い
。
村
議
会
は
17
日
に
定

例
会
が
閉
会
し
、
反
省
会
が
久

し
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
。
宴
の
最

後
は
定
番
の
お
盃
ご
と
で
あ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
の
で
行

わ
な
い
か
と
思
い
き
や「
お
肴
」

の
指
名
が
来
た
。
謡
曲
は
持
合

せ
が
な
い
の
で
違
う
唄
に
し
た

「
高
山
中
学
校
校
歌
」
で
あ
る
。

発�行 / 長野県高山村議会
編�集 / 議会報編集特別委員会���
　　　TEL（026）214-9763
印�刷 / ㈱オフセット

発
行
責
任
者

　

議　

長　

西
原　

澄
夫

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

黒
岩　

清
道

　

副
委
員
長　

久
保
田
雄
吉

　

委　

員　

柴
田　

弘
男

　

委　

員　

松
本　
　

茂

　

委　

員　

沖
島　

祥
介

　

委　

員　

滝
澤　
　

聖

　

１
月
20
日
㈮
、
村
議
会
主
催
の

令
和
５
年
新
春
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
協
働
）
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え

る
」
と
題
し
て
、
長
野
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
阿
部
今
日

子
さ
ん
を
お
呼
び
し
、改
め
て
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
基
本
理
念
を
お
さ
ら
い
す
る
と

共
に
、
様
々
な
事
例
を
お
聞
き
し
、

高
山
村
が
持
続
可
能
な
村
で
あ
る

た
め
に
必
要
な
「
チ
カ
ラ
」
＝
ひ

と
・
も
の
・
こ
と
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
出
し
合
い
、

話
し
合
い
ま
し
た
。

●
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
：

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５
年
に

国
連
加
盟
１
９
３
か
国
が
全
員
一

致
で
採
択
し
た
２
０
３
０
年
ま
で

に
達
成
す
る
行
動
計
画
の
こ
と

で
、
17
の
大
き
な
目
標
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
最
近
良
く
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
す
が
、

突
然
で
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
で
き
た
背
景
に
は
、
社

会
や
環
境
の
変
化
や
人

権
尊
重
の
考
え
が
広

ま
っ
た
こ
と
な
ど
、
人

び
と
の
営
み
や
歴
史
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
お

さ
ら
い
し
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
達
成
済
み

の
目
標
が
あ
る
一
方

で
、
多
く
の
課
題
が

残
っ
て
お
り
、
中
で
も

『
３�

す
べ
て
の
人
に
健

康
と
福
祉
を
』
と
い
う
目
標
で
は
、

自
殺
の
問
題
や
幸
福
度
の
低
さ
、

性
教
育
の
遅
れ
な
ど
に
課
題
が
あ

る
こ
と
、『
５�

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
実
現
し
よ
う
』
と
い
う
目
標
で

は
、
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
の
低
さ
、「
男
だ
か
ら
」「
女

だ
か
ら
」
と
い
う
な
か
な
か
抜
け

な
い
固
定
概
念
が
あ
る
な
ど
深
刻

な
課
題
が
残
る
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
指
す
世
界
で

は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
全

て
の
人
が
主
役
に
な
る
未
来
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
主
体
性
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
っ
て
く
る
こ
と
、『
自
分
ご

と
』
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
高
山
村
が

持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に

　

主
体
性
が
ポ
イ
ン
ト
と
い
う
お

話
を
聞
い
た
後
、
も
ち
ろ
ん
主
体

性
は
大
事
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け

で
良
い
の
？
と
い
う
こ
と
で
『
17�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達

成
し
よ
う
』
に
つ
い
て
他
地
域
の

事
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
４
人
程
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
高
山
村
に
は
ど

ん
な
力
や
資
源
が
あ
る
の
か
を
出

し
合
い
、
何
か
出
来
そ
う
な
こ
と

は
な
い
か
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
少
人
数
で
意
見
を
交
わ
す
と
、

長
野
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー 

事
務
局
長　

阿
部 

今
日
子 

さ
ん

高
山
村
議
会
新
春
講
演
会

高
山
村
議
会
新
春
講
演
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
協
働
）か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

３月定例会一般質問の
通告書及び、Youtube
動画へはこちらの二次
元コードからどうぞ。
（村ホームページへ行
きます）

お
互
い
の
見
え
方
が
違
う
と
い
う

こ
と
に
も
気
付
き
ま
し
た
。
あ
る

こ
と
が
「
当
た
り
前
」
だ
と
思
っ

て
い
る
村
民
の
目
線
と
、
そ
れ
を

「
憧
れ
」
に
思
う
外
か
ら
の
目
線
、

そ
こ
に
何
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

協
働
の
形
が
生
ま
れ
そ
う
な
話
も

出
て
き
ま
し
た
。

　

村
の
誇
り
が
課
題
で
も
あ
り
、
逆

に
課
題
が
誇
り
に
も
な
る
こ
と
に
、

こ
う
し
た
対
話
を
通
し
て
気
付
き
、

き
っ
か
け
と
し
て
動
い
て
い
け
る

と
感
じ
た
時
間
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
て
出
て
き
た
発
想
を
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
こ
と
の
出
来
る
土

壌
づ
く
り
を
し
て
い
け
た
ら
と
感

じ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。


